
「
観
光
経
営
人
材
育
成
講
座
」オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
講

跡
見
女
子
大

受
講
無
料
、９
月
５
日
か
ら
来
年
１
月

日
ま
で

大
学
な
ら
で
は
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
知
見
を

インバウンドのセカンドステージに向けて

多 彩 な
プログラム防災、自転車、島嶼、ジェンダー、異文化理解、ハラール対応

第
１
講
座

第
２
講
座

第
３
講
座

ポストコロナ時代の人材育成へ
副
学
長

塩
月
亮
子
氏

観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科

教
授

臺
純
子
氏

観
光
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
学
部
観
光
デ
ザ
イ
ン
学
科

講
師

小
関
孝
子
氏

新しい時代の旅は「余暇」から「与価」へ
寄稿

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所

主
席
研
究
員早

野
陽
子

2023年度 講座内容（開催時間：全日程19：00～ 20：30）
第1講座「めがねを変えると見えてくる次のステップ－マーケティングの焦

点、サイクリストの視点、防災・減災マネジメントの観点－」
第1プログラム　「マーケティング発想を観光業ビジネスに取り入れる手法と意義」

講 演 １ 2023年 9月 5日（火）
タイトル
講 師

人生、日々マーケティング。『なぜ』と思う好奇心が成功のカギ
蓑谷尚彦氏　「Minnovation」Brand & Marketing Consultant

講 演 ２ 2023年 9月 19日（火）
タイトル
講 師

「マーケティング発想」をビジネスに取り入れるとは
蓑谷尚彦氏　「Minnovation」Brand & Marketing Consultant
＜コメンテーター＞　中西哲氏　跡見学園女子大学 マネジメント学部 准教授

第2プログラム　「サイクリストの視点、防災・減災マネジメントの観点」

講 演 ３ 2023年 10月 3日（火）
タイトル
講 師

安心・安全でも選ばれる！ 防災、危機管理についてもっと知りたい
翁長由佳氏　観光危機管理ラボ 株式会社サンダーバード THUNDERBIRD Co.,Ltd. 
代表取締役 CEO&President
屋一氏　跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 教授

講 演 ４ 2023年 10月 17日（火）
タイトル
講 師

教えて、サイクリスト！ 日本と世界のまち・みち・観光の空間 
疋田智氏　自転車評論家・TBSプロデューサー
坪原紳二氏　跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 教授

第2講座「広がる観光－都市、地域、離島、台湾からの視点を例に－」
講 演 ５ 2023年 11月 14日（火）
タイトル
講 師

都市観光のヒントを探る―文化・ジェンダー・地元愛
河村英和氏　跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 准教授
小関孝子氏　跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 講師

講 演 ６ 2023年 11月 30日（木）
タイトル
講 師

産官学の地域連携の今後
有光司馬氏　株式会社東京ドーム 開発室室長
土居洋平氏　跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 准教授

講 演 ７ 2023年 12月 7日（木）
タイトル
講 師

離島における観光拠点形成：海士町における取り組み
青山敦士氏　株式会社海士 代表取締役社長
山口雄介氏　株式会社海士 連携共創室
＜コメンテーター＞　中村仁氏　跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 准教授

講 演 ８ 2023年 12月 21日（木）
タイトル

講 師

働き方の変化と観光
ー台湾からの旅行者の動向や日本の旅行者との比較を中心にー
蘇哲仁氏　天主教輔仁大学 民生学院 餐旅管理学系 特別研究教授
守屋邦彦氏　跡見学園女子大学 観光コミュニティ学部 准教授

第3講座「攻める観光－インバウンド観光とムスリムのハラール文化対応を
中心に－」

第1プログラム　「インバウンドとムスリム対応」

講 演 ９ 2024年１月16日（火）
タイトル
講 師

食のハラールと初期投資不要のムスリム対応の基礎
阿良田麻里子氏　立命館大学食マネジメント学部 教授

講演 10 2024年１月18日（木）
タイトル
講 師
タイトル
講 師

ハラール対応のその先へ　ーイスラーム的観光をめぐる伝統と最先端を探るー
安田慎氏　高崎経済大学地域政策学部 准教授
ハラールサプライチェーン
藤原達也氏　千葉経済大学 講師

第2プログラム「ハラールビジネスの新しい展開」

講演 11 2024年１月23日（火）
タイトル
講 師
タイトル
講 師

インバウンド観光客が日本観光をどう感じているのか、何を楽しみにしているのか
舛谷鋭氏　立教大学観光学部 教授
日本のレストランのムスリム対応の現状と課題
福島康博氏　立教大学アジア研究所 研究員

講演 12 2024年１月25日（木）
タイトル
講 師
タイトル
講 師

イスラーム食品市場への輸出・進出
上嶋友也氏　日本貿易振興機構（JETRO）
NXグループのハラール対応と食品輸出物流の取り組み
佐原潤氏　NX日本通運グループ 国際航空貨物統括部

はやの・ようこ 自動車メーカーで市場調
査、商品戦略づくりなどを手掛け、年か
ら現職。心理学とデータ分析を専門とし、定
性・定量の両方の視点から課題解決を行う。

２
０
２
０
年
、
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
っ
て
、
観
光
産
業
も
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。

「
こ
れ
か
ら
ど
う
な
る
の
だ

ろ
う
」
と
い
う
不
安
の
中
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
総
合
研
究
所
で
は
、

２
０
２
１
年
度
よ
り
、
観
光

産
業
の
復
活
へ
向
け
た
指
針

を
得
る
た
め
、「
新
し
い
旅
の

兆
し
」
を
探
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

初
年
度
は
、
社
会
の
マ
ク

ロ
環
境
や
生
活
者
の
意
識
調

査
な
ど
を
も
と
に
、
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
の
有
識
者
と
の
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返

し
、
今
後
の
生
活
者
の
変
化

に
関
す
る
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し

て
、「
よ
り
良
い
こ
と
か
ら
、

よ
り
心
地
よ
い
こ
と
」
に
注

目
し
ま
し
た
。

「
よ
り
良
い
こ
と
か
ら
、

よ
り
心
地
よ
い
こ
と
」と
は
、

具
体
的
に
は
、
何
を
意
味
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、

な
ぜ
今
、
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
数
十
年
の
日
本
を
振

り
返
っ
て
み
る
と
、
東
日
本

大
震
災
を
始
め
と
し
た
地
震

や
集
中
豪
雨
、
猛
暑
な
ど
の

自
然
災
害
が
多
発
し
、
コ
ロ

ナ
禍
で
の
行
動
制
限
な
ど
で

も
、
閉
塞
感
を
感
じ
る
生
活

が
続
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
広
が
り
や
急
速
な
オ

ン
ラ
イ
ン
化
の
流
れ
は
、
人

々
に
利
便
性
を
も
た
ら
す
と

同
時
に
、
「
常
時
つ
な
が
っ

て
い
る
」
こ
と
に
よ
る
ス
ト

レ
ス
を
増
大
さ
せ
る
こ
と
と

も
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、バ
ブ
ル
崩
壊
以
降
、

長
期
的
に
続
い
た
経
済
の
低

迷
や
、
コ
ロ
ナ
禍
で
日
常
生

活
そ
の
も
の
が
脅
か
さ
れ
た

こ
と
で
、
自
分
た
ち
を
取
り

巻
く
社
会
は
「
成
長
す
る
こ

と
（
よ
り
良
い
こ
と
）
」
が

前
提
で
は
な
く
、
持
続
し
て

い
く
こ
と
す
ら
危
う
い
も
の

で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
多

く
の
人
が
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、

人
々
は
社
会
の
基
準
で
は
な

く
、
自
分
自
身
の
基
準
で

「
よ
り
心
地
よ
い
」
こ
と
を

求
め
る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ

と
考
え
ら
れ
ま
す
。

「
心
地
よ
さ
」
と
は
、
具

体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
指

す
の
で
し
ょ
う
か
。
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

の
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
「
心

地
よ
さ
」
の
心
理
構
造
を
分

析
し
た
結
果
、
「
場
所
と
の

関
係
性
に
お
け
る
心
地
よ

さ
」
の
要
素
と
し
て
は
、
以

下
の
六
つ
の
因
子
が
重
要
で

あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

＝
図
。

①
新
し
い
発
見
や
成
長
の

機
会
が
あ
る
②
あ
り
の
ま
ま

の
自
分
で
い
ら
れ
る
③
周
囲

と
の
交
流
を
通
じ
て
、
受
け

入
れ
ら
れ
る
、
信
頼
関
係
を

築
け
る
④
ゆ
っ
た
り
し
た
時

間
や
空
間
が
あ
る
⑤
自
分
の

世
界
観
を
追
求
で
き
る
⑥
状

況
に
応
じ
て
柔
軟
に
変
化
で

き
るま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
因
子

の
背
後
に
は
、
①
飽
き
る
こ

と
な
く
長
期
的
な
関
係
性
を

保
て
る
②
ス
ト
レ
ス
な
く
ゆ

っ
た
り
と
し
た
時
間
や
空
間

を
持
て
る
③
「
状
況
に
応
じ

て
柔
軟
に
自
分
の
世
界
を
作

れ
る

の
三
つ
の
潜
在
的
な

要
因
が
隠
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
示
唆
さ
れ
ま
し
た
。

「
心
地
よ
さ
」
を
旅
の
中

で
、
ど
の
よ
う
に
実
現
で
き

る
の
か
を
探
る
た
め
、

年

度
に
は
、
山
形
県
の
最
上
地

域
で
実
証
実
験
を
行
い
ま
し

た
。
実
証
実
験
で
は
、
心
理

構
造
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
要

因
の
中
で
も
、
「
飽
き
る
こ

と
な
く
長
期
的
な
関
係
性
を

保
て
る
」
こ
と
が
関
係
人
口

の
構
築
に
重
要
で
あ
る
と
考

え
、
そ
の
構
成
要
素
で
あ
る

「
新
し
い
発
見
や
成
長
の
機

会
が
あ
る
」
「
周
囲
と
の
交

流
で
受
け
入
れ
ら
れ
、
信
頼

関
係
を
築
け
る
」
を
盛
り
込

ん
だ
体
験
を
提
供
し
、
心
地

よ
さ
の
具
現
化
を
試
み
ま
し

た
。実

証
実
験
の
結
果
、
気
分

の
変
化
を
示
す
心
理
指
標
Ｐ

Ｏ
Ｍ
Ｓ
で
は
、
旅
の
前
後
の

参
加
者
の
「
怒
り
・
敵
意
」

や
「
混
乱
・
当
惑
」
「
緊
張

・
不
安
」
と
い
っ
た
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
気
分
が
減
少
し
、

「
心
地
よ
い
」
環
境
が
提
供

で
き
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
参
加
者
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
で
は
、
一
緒
に
食
事
作

り
を
し
た
お
宅
を
再
訪
し
た

い
、
と
い
っ
た
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

「
周
囲
と
の
交
流
の
提
供
」

と
い
う
観
点
か
ら
考
え
て
み

る
と
、
今
回
は
、
料
理
上
手

で
お
も
て
な
し
の
心
に
あ
ふ

れ
る
地
域
の
素
敵
な
女
性
の

お
宅
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ

け
た
こ
と
が
旅
の
満
足
度
に

も
つ
な
が
り
ま
し
た
が
、
一

方
で
、
特
定
の
個
人
の
魅
力

に
頼
っ
て
い
る
と
、
い
ず
れ

限
界
が
訪
れ
た
り
、
他
の
地

域
で
の
横
展
開
が
難
し
く
な

っ
た
り
、
と
い
う
問
題
が
生

じ
ま
す
。
ま
た
、
専
門
家
や

一
般
の
人
だ
け
で
は
、
会
う

た
め
に
訪
れ
て
も
、
常
に
会

え
る
時
ば
か
り
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
例
え
ば
、
「
ａ
ｅ
ｒ

ｕ

Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ａ
」
は
、
大

阪
の
店
舗
を
め
ぐ
る
御
朱
印

帖
を
持
ち
、
魅
力
的
な
人
と

の
出
会
い
を
通
じ
て
、
よ
り

大
阪
を
好
き
に
な
っ
て
も
ら

お
う
、
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
す
。
御
朱
印
帖
に
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
店
舗
の
魅
力
を
伝

え
る
コ
ン
テ
ン
ツ
も
掲
載
さ

れ
、
自
分
と
価
値
観
を
共
有

で
き
る
お
気
に
入
り
の
場
所

探
し
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
訪
問
す
れ
ば
、

必
ず
会
い
た
い
人
に
会
え

る
、
自
分
の
テ
イ
ス
ト
に
合

う
居
場
所
を
持
て
る
環
境
づ

く
り
も
、
関
係
人
口
の
創
出

に
は
重
要
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。旅

に
お
い
て
は
、
「
偶
発

的
な
出
会
い
や
体
験
」
も
魅

力
で
す
が
、
意
図
的
に
演
出

す
る
こ
と
が
難
し
い
コ
ン
テ

ン
ツ
の
一
つ
で
も
あ
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
証

実
験
の
結
果
、
例
え
ば
テ
ー

マ
を
絞
っ
た
ツ
ア
ー
な
ど

で
、
興
味
の
範
囲
や
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
な
ど
が
似
て
い
る

参
加
者
を
集
め
、
自
由
に
動

け
る
余
白
の
時
間
を
十
分
に

作
っ
て
お
く
と
、
あ
る
程
度

の
確
率
で
偶
発
的
な
化
学
反

応
（
思
い
が
け
な
い
発
見
や

心
に
残
る
出
来
事
な
ど
）
が

生
ま
れ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

ま
た
、
今
回
、
受
け
入
れ

て
く
だ
さ
っ
た
地
域
の
人
々

か
ら
は
、
高
齢
化
す
る
中
で

毎
年
大
変
な
作
業
と
な
っ
て

い
る
「
雪
囲
い
」
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
、
と
て
も
あ
り
が

た
か
っ
た
、
と
い
う
声
も
あ

り
ま
し
た
。
旅
行
者
が
楽
し

ん
で
体
験
し
な
が
ら
、
地
域

の
課
題
と
な
っ
て
い
る
作
業

な
ど
を
手
伝
い
、
相
互
扶
助

的
な
関
係
性
を
作
れ
る
よ
う

な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
発
掘
し
て

い
く
こ
と
も
、
効
果
的
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

従
来
の
旅
は
、
観
光
地
な

ど
を
巡
り
、
「
自
分
が
持
っ

て
い
る
余
白
の
時
間
を
消
費

す
る
こ
と
＝
余
暇
」
が
主
で

あ
っ
た
の
に
対
し
、
こ
れ
か

ら
の
旅
は
、
「
旅
先
の
人
々

と
の
交
流
の
中
で
、
お
互
い

に
価
値
を
与
え
あ
う
こ
と
＝

与
価
」
が
「
心
地
よ
さ
」
を

生
み
、
ひ
い
て
は
継
続
的
な

関
係
性
の
構
築
に
つ
な
が
っ

て
い
く
可
能
性
が
感
じ
ら
れ

ま
し
た
。

（６）第３１８６号 第３種郵便物認可 ２０２３年（令和５年）８月２１日（月曜日）

跡
見
学
園
女
子
大
学
（
小
仲
信
孝
学
長
）
は
９
月
５

日
か
ら
、
東
京
都
内
の
観
光
事
業
従
事
者
ら
対
象
の

「
観
光
経
営
人
材
育
成
講
座
」
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
講

す
る
。
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
セ
カ

ン
ド
ス
テ
ー
ジ
を
見
据
え
て
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
、
都

市
観
光
、
ハ
ラ
ー
ル
対
応
な
ど
を
テ
ー
マ
に
各
分
野
の

専
門
家
が
講
義
す
る
。
受
講
は
無
料
で
現
在
受
講
者
を

募
集
中
。
講
座
開
講
の
狙
い
や
内
容
を
塩
月
亮
子
副
学

長
ら
講
座
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
３
氏
に
聞
い
た
。

第
１
講
座
は
二
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
、
四
つ
の
講
演
で
構

成
す
る
。

第
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
マ
ー

ケ
テ
ィ
ン
グ
の
発
想
を
観
光

業
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
入
れ
る

手
法
と
意
義
」は
、「
人
生
、

日
々
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
。

『
な
ぜ
』
と
思
う
好
奇
心
が

成
功
の
カ
ギ
」（
９
月
５
日
）、

「『
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
発
想
』

を
ビ
ジ
ネ
ス
に
取
り
入
れ
る

と
は
」
（
９
月

日
）
の
各

テ
ー
マ
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
プ
ロ
が
講
義
。

第
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
視
点
、
防
災
・

減
災
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
観

点
」
は
、
「
安
心
・
安
全
で

も
選
ば
れ
る
！

防
災
、
危

機
管
理
に
つ
い
て
も
っ
と
知

り
た
い
」
（

月
３
日
）
、

「
教
え
て
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

！

日
本
と
世
界
の
ま
ち
・

み
ち
・
観
光
の
空
間
」
（


月

日
）の
二
つ
の
講
演
で
、

観
光
に
関
す
る
危
機
管
理
の

プ
ロ
、
自
転
車
評
論
家
が
そ

れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
で
講
義

す
る
。

第
２
講
座
は
四
つ
の
講
演

で
展
開
。

「
都
市
観
光
の
ヒ
ン
ト
を

探
る
―
文
化
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー

・
地
元
愛
」
（

月

日
）

で
イ
タ
リ
ア
・
ナ
ポ
リ
の
都

市
観
光
の
現
状
や
東
京
に
お

け
る
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ

ミ
ー
、
「
産
官
学
の
地
域
連

携
の
今
後
」
（

月

日
）

で
東
京
ド
ー
ム
と
同
施
設
、

跡
見
学
園
が
所
在
す
る
東
京

都
文
京
区
の
取
り
組
み
、

「
離
島
に
お
け
る
観
光
拠
点

形
成

海
士
町
に
お
け
る
取

り
組
み
」
（

月
７
日
）
で

島
根
県
隠
岐
諸
島
海
士
町
に

お
け
る
ユ
ニ
ー
ク
な
ホ
テ
ル

展
開
、
「
働
き
方
の
変
化
と

観
光
―
台
湾
か
ら
の
旅
行
者

の
動
向
や
日
本
の
旅
行
者
と

の
比
較
を
中
心
に
―
」
（


月

日
）
で
台
湾
か
ら
の
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
の
動
向
を
中
心

に
講
義
す
る
。

第
３
講
座
は
二
つ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
設
定
。

第
１
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
イ
ン

バ
ウ
ン
ド
と
ム
ス
リ
ム
対

応
」
は
「
食
の
ハ
ラ
ー
ル
と

初
期
投
資
不
要
の
ム
ス
リ
ム

対
応
の
基
礎
」（
１
月

日
）、

「
ハ
ラ
ー
ル
対
応
の
そ
の
先

へ
―
イ
ス
ラ
ー
ム
的
観
光
を

め
ぐ
る
伝
統
と
最
先
端
を
探

る
―
」
「
ハ
ラ
ー
ル
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
」（
１
月

日
）

の
二
つ
の
講
演
。

第
２
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
ハ
ラ

ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
の
新
し
い
展

開
」
も
「
日
本
の
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ム
ス
リ
ム
対
応
の
現
状

と
課
題
」
（
１
月

日
）
、

「
イ
ス
ラ
ー
ム
食
品
市
場
へ

の
輸
出
・
進
出
」
（
１
月


日
）
な
ど
二
つ
の
講
演
で
多

様
な
ハ
ラ
ー
ル
対
応
を
学
ん

で
も
ら
う
。

跡
見
学
園
女
子
大
学
文
京

キ
ャ
ン
パ
ス
（
東
京
都
文

京
区
）
で

―
―
講
座
に
つ
い
て
改
め

て
。塩

月

東
京
都
と
連
携
し

て
、
観
光
経
営
人
材
の
育
成

を
目
的
に
行
っ
て
い
る
も
の

で
、一
昨
年
、昨
年
に
続
き
、

今
年
で
３
年
目
に
な
る
。

対
象
は
東
京
都
内
に
勤

務
、ま
た
は
在
住
の
、宿
泊
、

旅
行
業
、
運
輸
、
観
光
施
設

な
ど
、
観
光
関
係
に
従
事
す

る
人
。
こ
れ
ら
の
職
種
に
従

事
す
る
予
定
の
学
生
も
対
象

と
な
っ
て
い
る
。

―
―
昨
年
の
振
り
返
り

を
。塩

月

第
１
講
座
は
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
回
復
を
見
据

え
、
「
た
だ
、
コ
ロ
ナ
禍
前

に
戻
す
だ
け
で
は
い
け
な

い
」
と
、
観
光
業
界
の
未
来

に
向
け
た
経
営
戦
略
を
講

義
。第

２
講
座
は
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
Ｑ

な
ど
ダ
イ
バ
ー
シ
テ
ィ
（
多

様
性
）
を
踏
ま
え
た
企
業
経

営
を
講
義
し
た
。

第
３
講
座
は
多
様
性
の
中

で
も
、
特
に
ム
ス
リ
ム
観
光

客
に
必
要
な
ハ
ラ
ー
ル
対
応

を
前
年
に
続
い
て
テ
ー
マ
に

掲
げ
た
。

臺

昨
年
、
コ
ロ
ナ
禍
が

落
ち
着
き
だ
し
、
業
界
が
よ

う
や
く
動
け
る
よ
う
な
雰
囲

気
に
な
っ
て
き
た
中
で
、

「
早
く
コ
ロ
ナ
前
に
戻
っ
て

ほ
し
い
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト

が
メ
デ
ィ
ア
で
多
く
流
れ

た
。
し
か
し
、
「
コ
ロ
ナ
前

に
戻
る
だ
け
で
は
駄
目
だ
」

「
そ
の
先
に
行
く
た
め
に
何

が
必
要
だ
ろ
う
」
と
他
の
先

生
と
と
も
に
考
え
て
い
た
。

第
１
講
座
は
そ
の
思
い
を
も

と
に
企
画
を
し
、
観
光
立
国

の
先
進
地
、
フ
ラ
ン
ス
の
事

例
な
ど
を
専
門
家
の
講
師
に

お
話
し
い
た
だ
い
た
。

小
関

昨
年
、一
昨
年
と
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
関
わ
る
講
座

の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
っ

た
。
接
客
の
現
場
で
働
く
人

へ
の
ヒ
ン
ト
に
な
れ
ば
と
思

い
、
ま
た
従
業
員
に
も
多
様

な
人
た
ち
が
い
る
の
で
、
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
が
こ
れ
ら
の
人

た
ち
を
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
す
る

上
で
必
要
な
基
礎
知
識
を
習

得
し
て
も
ら
う
こ
と
を
意
識

し
た
。

―
―
今
年
の
内
容
は
。

塩
月

今
年
も
昨
年
に
続

き
、
第
１
講
座
か
ら
第
３
講

座
ま
で
に
合
計

の
講
演
が

盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
希
望

者
は
全
て
を
受
講
す
る
こ
と

は
も
ち
ろ
ん
、
自
身
の
専
門

や
興
味
に
合
わ
せ
て
一
つ
の

講
座
だ
け
を
受
講
す
る
こ
と

も
で
き
る
。

臺

第
１
講
座
は
マ
ー
ケ

テ
ィ
ン
グ
の
重
要
性
を
訴
え

る
内
容
。
受
講
者
の
疑
問
に

専
門
家
が
ア
ド
バ
イ
ス
を
す

る
双
方
向
の
講
座
と
し
た

い
。
自
然
災
害
な
ど
不
慮
の

事
態
が
起
き
た
と
き
に
ど
う

対
応
す
る
か
な
ど
業
界
の
危

機
管
理
や
、
サ
イ
ク
リ
ス
ト

の
視
点
で
見
た
日
本
の
観
光

の
現
状
に
つ
い
て
も
取
り
上

げ
る
。

小
関

第
２
講
座
で
は
既

に
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が

押
し
寄
せ
て
い
る
東
京
の
現

状
と
今
後
に
つ
い
て
、
銀
座

な
ど
ナ
イ
ト
タ
イ
ム
エ
コ
ノ

ミ
ー
や
東
京
ド
ー
ム
の
事
例

を
講
義
す
る
。

塩
月

第
３
講
座
の
ハ
ラ

ー
ル
対
応
は
、
ム
ス
リ
ム
の

人
た
ち
に
寄
り
添
い
な
が

ら
、
彼
ら
が
何
を
望
ん
で
い

る
か
を
知
り
、
そ
の
対
応
の

仕
方
を
学
ん
で
い
た
だ
く
予

定
だ
。

―
―
読
者
に
一
言
。

塩
月

コ
ロ
ナ
禍
で
足
元

を
見
直
そ
う
と
、
マ
イ
ク
ロ

ツ
ー
リ
ズ
ム
が
注
目
さ
れ

た
。
今
後
は
そ
の
経
験
や
考

え
方
を
生
か
し
た
新
た
な
観

光
が
生
み
出
さ
れ
る
か
も
し

れ
な
い
。
ロ
ー
カ
ル
と
グ
ロ

ー
バ
ル
の
両
方
の
視
点
を
併

せ
持
っ
た
「
グ
ロ
ー
カ
ル
」

な
観
光
を
、
今
回
の
講
座
で

考
え
て
い
け
れ
ば
い
い
。

臺

日
本
の
事
業
者
は
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
が
弱
い
と
い

わ
れ
て
い
る
。
海
外
の
主
な

ホ
テ
ル
は
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

の
担
当
者
が
必
ず
い
て
、
修

士
を
取
る
な
ど
勉
強
を
さ
れ

て
い
る
の
に
、
日
本
は
ま
だ

少
な
い
の
で
は
な
い
か
。

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
的
な
も

の
の
見
方
や
考
え
方
を
、
日

々
の
仕
事
の
中
で
習
慣
づ
け

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
。
そ
ん
な
私
た
ち
の
思

い
を
多
く
の
人
に
伝
え
た

い
。小

関

単
価
の
高
い
宿
泊

施
設
が
多
く
で
き
て
い
る

が
、
接
客
の
レ
ベ
ル
が
そ
の

金
額
に
見
合
っ
て
い
る
か
。

ス
タ
ッ
フ
の
歴
史
や
文
化
に

対
す
る
造
詣
、
知
性
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

今
回
の
講
座
は
接
客
の
現

場
に
直
接
役
立
つ
大
学
な
ら

で
は
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
知

見
が
多
く
盛
り
込
ま
れ
て
い

る
。
従
業
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
向
け
て
、
ぜ
ひ
キ
ャ
ッ

チ
し
て
ほ
し
い
。

塩
月

第
３
講
座
の
最
終

講
演
は
本
学
文
京
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
聴
講
も
可
能
な
ハ
イ

ブ
リ
ッ
ド
形
式
で
行
う
。
講

師
と
直
接
顔
を
合
わ
せ
て
話

を
し
た
い
人
な
ど
、
ぜ
ひ
多

く
の
人
に
足
を
お
運
び
い
た

だ
け
れ
ば
と
思
う
。




